
 

 

２０２５年３月４日 

 

「ヤクルトのおいしいはっ酵果実」を店頭などで販売開始 

 
株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、宅配専用商品として販売している乳酸菌はっ

酵果汁飲料「ヤクルトのおいしいはっ酵果実」の販売チャネルを拡大し、２０２５年４月７日

から店頭および自動販売機においても全国で販売を開始します。 

「ヤクルトのおいしいはっ酵果実」は、２０１５年２月に首都圏の一部地域で発売し、 

２０１８年１月に販売エリアを全国に拡大しました。その後、２０２３年２月に機能性表示食

品としての販売を始め、お客さまから好評をいただいていることから、このたび販売チャネル

を拡大し、ブランドの活性化を図ります。 

本品に含まれる当社独自の「乳酸菌ＬＰ0132（Ｌ.プランタルム YIT 0132）」には、花粉、

ホコリ、ハウスダストなどによる鼻の不快感を軽減する機能があることが報告されています。 

なお、「ヤクルトのおいしいはっ酵果実」の２０２５年４月から２０２６年３月までの販売

目標は４９２千ケースです。 

 

 

 

 

 

 

 

【商品特長】  

■ 温州みかん果汁を「乳酸菌ＬＰ0132」で発酵させた「乳酸菌はっ酵果汁飲料」です。 

■ 花粉、ホコリ、ハウスダストなどによる鼻の不快感を軽減する機能があることが報告され 

ている「乳酸菌ＬＰ0132」を関与成分とする機能性表示食品です（届出番号：Ｈ３８６）。 

■ 「乳酸菌ＬＰ0132」が４００億個含まれています（生きた乳酸菌は含まれていません）。 

■ 香料を使用せず、温州みかん果汁本来の味に乳酸菌の発酵による清涼感をプラスした、甘 

酸っぱく、さわやかな風味です。 

■ アレルギー物質を含む食品として表示が義務付けられている特定原材料８品目と表示が推 

奨されている原材料２０品目を使用していないため、安心してお飲みいただけます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

・本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨を表示するものとして、消

費者庁長官に届出されたものです。ただし、特定保健用食品と異なり、消費者庁長官による

個別審査を受けたものではありません。 

・本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。 

・多量に摂取することにより、疾病が治癒したり、より健康が増進するものではありません。 

・食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

  

＜届出表示＞ 

本品には乳酸菌ＬＰ0132（Ｌ.プランタルム YIT 0132）が含まれます。乳酸菌ＬＰ0132 には、花

粉、ホコリ、ハウスダストなどによる鼻の不快感を軽減する機能があることが報告されています。 

◆商品情報 

・商 品 名：ヤクルトのおいしいはっ酵果実 

・商品分類：清涼飲料水（乳酸菌はっ酵果汁飲料） 

・集積形態：２４個／ケース 

・容 器・容 量：紙容器・１２５ｍｌ／個 

・希望小売価格：１５０円／個（税別） 

・販売チャネル：ヤクルトレディによる訪問販売 

スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどでの店頭販売 

自動販売機での販売 

 



 

 

【参考資料】花粉による鼻の不快感を軽減する機能 

1. 花粉による不快感を有する成人１００名を２群に分け、被験群には「乳酸菌ＬＰ0132 を

４００億個含む乳酸菌発酵果汁飲料」（生菌を含まない）を、対照群には疑似飲料（味や外見

は同じで、有効成分を含まないもの）を１日１個（１２５ml）、８週間飲用してもらい、うち

機能性表示食品の届出等に関するガイドラインに定められた健常者および軽症者９３名に

ついて鼻の不快感を検証しました。 

2. その結果、総合鼻症状スコア※の変化量（⊿総合鼻症状スコア）において、被験群では対照群

と比較して、飲用１、２週目で有意に低い値を示しました。 

    

※ 総合鼻症状スコア 

  「日本アレルギー性鼻炎標準ＱОＬ調査票（JRQLQ No.1）」に基づいて算出した「くしゃみ」、

「はなかみ」、「鼻づまり」の合計値 
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≪データ選択理由≫ 

研究レビューの対象となった論文の代表的なデータを提示しています。 


